
提

出

者

平

岡

秀

夫

平
成
十
四
年
六
月
十
七
日
提
出

質

問

第

一

〇

九

号

「
武
力
攻
撃
事
態
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律
案
」

に
関
す
る
質
問
主
意
書
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「
武
力
攻
撃
事
態
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律
案
」

に
関
す
る
質
問
主
意
書

「
武
力
攻
撃
事
態
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律
案
」
に
関
し
、
次

の
事
項
に
つ
い
て
の
政
府
の
見
解
を
問
う
。

一

民
主
的
統
制
に
つ
い
て

�

憲
法
六
十
六
条
の
「
文
民
」
の
具
体
的
範
囲
い
か
ん
。
例
え
ば
、
武
力
攻
撃
事
態
に
お
い
て
、
制
服
組
を
辞
職
さ
せ

て
、
防
衛
庁
長
官
に
任
命
す
る
こ
と
も
で
き
る
の
か
。

�

対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
る
「
対
処
基
本
方
針
が
定
め
ら
れ
た
と
き
」
（
法
十
条
一
項
）
と
は
、
具
体
的
に
い
つ
か
。
対

処
基
本
方
針
の
国
会
承
認
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
と
き
は
、
対
策
本
部
は
ど
う
な
る
の
か
。

�

副
大
臣
及
び
防
衛
庁
副
長
官
に
制
服
組
を
任
命
す
る
こ
と
は
で
き
る
の
か
。
（
法
十
一
条
六
項
、
国
家
行
政
組
織
法
十

六
条
、
内
閣
府
設
置
法
五
十
九
条
関
係
）

�

対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
た
と
き
に
対
処
措
置
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
権
限
が
委
任
さ
れ
る
指
定
行
政
機
関
の
長

に
、
防
衛
庁
長
官
は
含
ま
れ
る
か
。
（
法
十
三
条
、
法
二
条
三
号
）

一



�

対
策
本
部
で
の
意
思
決
定
は
、
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
る
の
か
。
対
策
本
部
長
が
、
対
処
措
置
に
関
す
る
総
合
調
整
を
行

う
と
き
に
は
、
単
独
で
で
き
る
の
か
。
（
法
十
四
条
）

�

対
策
本
部
長
の
求
め
に
応
じ
、
内
閣
総
理
大
臣
が
、
関
係
地
方
公
共
団
体
の
長
な
ど
に
指
示
し
た
り
、
代
執
行
し
た
り

す
る
場
合
、
内
閣
総
理
大
臣
の
そ
の
意
思
決
定
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
る
の
か
。
（
法
十
五
条
）

二

地
方
公
共
団
体
と
の
関
係
に
つ
い
て

�

法
七
条
に
規
定
す
る
「
国
の
方
針
」
は
、
ど
の
よ
う
に
作
成
さ
れ
る
の
か
。
「
対
処
基
本
方
針
」
（
法
九
条
）
と
は
ど

う
い
う
関
係
に
あ
る
の
か
。
地
方
公
共
団
体
は
、
そ
の
方
針
に
従
う
義
務
は
あ
る
の
か
。
（
�
／
�
桑
原
質
問
・
福
田
答

弁
）

�

米
軍
基
地
の
所
在
す
る
地
方
公
共
団
体
の
長
に
対
す
る
指
示
（
法
十
五
条
「
武
力
攻
撃
の
排
除
に
支
障
が
あ
る
場
合
…

指
示
す
る
」
）
と
し
て
予
想
さ
れ
る
内
容
い
か
ん
。
（
�
／
�
金
子
質
問
・
片
山
答
弁
、
�
／
�
�
東
門
質
問
、
中
谷
答

弁
）

�

自
衛
隊
基
地
の
所
在
す
る
地
方
公
共
団
体
の
長
に
対
す
る
指
示
と
し
て
予
想
さ
れ
る
内
容
い
か
ん
。

	

地
方
公
共
団
体
等
が
そ
の
損
失
に
関
し
政
府
か
ら
必
要
な
財
政
上
の
措
置
を
講
じ
て
も
ら
え
る
の
は
、
対
策
本
部
長
の

二



総
合
調
整
や
指
示
が
行
わ
れ
た
場
合
に
限
ら
れ
て
い
る
（
法
十
六
条
）
が
、
地
方
公
共
団
体
等
が
自
主
的
に
対
処
措
置
を

と
っ
た
場
合
に
生
じ
る
損
失
に
つ
い
て
、
財
政
上
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
な
い
の
は
何
故
か
。

三

法
制
の
整
備
等
に
つ
い
て

�

法
二
十
四
条
の
「
緊
急
事
態
」
と
は
、
具
体
的
に
は
、
ど
の
よ
う
な
事
態
か
。

�

法
二
十
四
条
の
「
必
要
な
施
策
」
と
は
、
ど
ん
な
事
項
が
含
ま
れ
る
の
か
。
法
律
整
備
も
含
ま
れ
る
の
か
。
ま
た
、
そ

の
施
策
は
、
い
つ
ま
で
に
講
じ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

�

法
二
十
四
条
は
、
何
故
こ
の
題
名
の
法
律
に
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

�

事
態
対
処
法
制
の
整
備
が
政
府
の
責
任
や
義
務
と
し
て
規
定
し
て
あ
る
が
、
立
法
の
権
限
は
国
会
に
あ
る
。
こ
の
法
律

に
よ
っ
て
、
事
態
対
処
法
制
に
つ
い
て
の
国
会
の
立
法
権
限
が
制
約
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
は
し
な
い
か
。
（
法
二
十
一

条
、
二
十
二
条
、
二
十
三
条
）

四

自
衛
隊
、
米
軍
関
係
に
つ
い
て

�

戦
闘
地
域
に
お
け
る
国
内
法
の
適
用
に
関
し
、
自
衛
隊
法
八
十
八
条
を
根
拠
に
し
て
、
行
政
法
規
の
適
用
が
な
い
と
し

て
い
る
が
、
同
条
は
、
「
武
力
の
行
使
」
に
つ
い
て
規
定
す
る
も
の
で
、
道
路
補
修
工
事
な
ど
の
行
為
に
つ
い
て
も
行
政

三



法
規
の
適
用
が
な
い
と
す
る
根
拠
足
り
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。
（
�
／
�
岡
田

�
／
�
枝
野
質
問
・
中
谷
答
弁
関

係
）

�

米
軍
の
戦
闘
行
為
（
条
約
上
認
め
ら
れ
た
戦
闘
行
為
、
戦
闘
時
に
故
意
に
危
害
を
加
え
た
戦
闘
行
為
な
ど
）
に
よ
り
発

生
し
た
損
失
に
対
す
る
補
償
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
る
の
か
。

右
質
問
す
る
。

四


